
90
年
代
か
ら
2
0
0
0
年
代
へ
︑

“
失
わ
れ
た
30
年
”の
始
ま
り

『
C
E
L
』
を
振
り
返
る
こ
と
は
、

〝
失
わ
れ
た
30
年
〟と
呼
ば
れ
た
時
代
を
振

り
返
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
世
界
で
は

1
9
9
2
年
の
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト（
国
連
環

境
開
発
会
議
）
で
、
持
続
可
能
な
発
展

に
向
け
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
必
要

性
が
示
さ
れ
、
日
本
で
は
1
9
9
5
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
行
政
頼
み
の

防
災
の
限
界
と
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー

（
N
P
O
）
の
存
在
価
値
を
照
ら
し
出
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
高
齢
化
率
は
、

1
9
9
4
年
に
14
％
を
超
え
て
高
齢
社

会
を
迎
え
た
と
さ
れ
、
2
0
0
0
年
以

降
に
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険
や
社
会
保

障
の
改
革
等
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
か
ら

2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
平
成
の
大
合

併
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か

け
て
は
、
金
融
機
関
の
破
綻
と
再
編
の

動
き
も
相
次
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ト
ラ

（
人
員
整
理
）
の
波
が
広
が
っ
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
90
年
代
か
ら
2
0
0
0
年

代
、
20
歳
前
後
で
厳
し
い
雇
用
環
境
に

直
面
し
た
世
代
は
就
職
氷
河
期
世
代
と

さ
れ
、
い
ま
だ
不
安
定
な
立
場
に
置
か

れ
て
い
る
人
が
多
い
。
2
0
0
0
年
代

前
半
、
こ
う
し
た
社
会
背
景
の
な
か
で
、

格
差
問
題
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
、
年
金
制
度
を
揺
る
が
す
問
題
の

発
覚
や
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
新
た
な
犯
罪

の
登
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
リ
ス

ク
と
そ
れ
に
伴
う
不
安
が
膨
ら
ん
で
い

く
状
況
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
5
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

C
E
L
生
活
意
識
調
査

　
そ
う
し
た
社
会
潮
流
を
背
景
に
、

2
0
0
5
年
1
～
2
月
に
か
け
て
、

C
E
L
は
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調

査
」
（
以
下
、
C
E
L
生
活
意
識
調
査
）

を
行
っ
た
。
目
的
は
「
生
活
者
が
抱
え

る
現
在
の
問
題
、
期
待
す
る
姿
・
方
向
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
解
決
策
、
今

後
の
あ
り
方
な
ど
を
分
析
・
研
究
す
る

た
め
に
」
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
「
環
境
」
「
都
市
」
「
住

ま
い
・
生
活
」
の
4
つ
の
研
究
領
域
で
、

研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
研
究
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
持
ち

寄
っ
て
設
問
を
組
み
立
て
た
。

　
当
初
か
ら
参
加
し
た
立
場
と
し
て
は
、

C
E
L
が
草
創
期
か
ら
大
切
に
し
て
い

『ＣＥＬ』を振り返る…………

CEL生活意識調査をレビューする

2005年から2016年まで、いくつかの方法をとりながら、
12回にわたって実施されたCEL生活意識調査。
揺らぐ社会のなかで、生活者の現在地と軌跡を追いかけた、
国内でも珍しい、このパネル調査は何を浮き彫りにし、
未来に向けて何を問いかけているのか。
調査の経緯をたどり、その意味を再考した。

弘本由香里
Hiromoto Yukari

第 回2
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CEL生活意識調査の報告
を特集した、情報誌『CEL』
のバックナンバー（一部）。

る
、
生
活
者
視
点
、
長
期
的
視
野
、
多

分
野
横
断
と
い
っ
た
研
究
方
針
を
活
か

し
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
果
た
し
て
生
活
者
は
ど
の
よ
う
な

意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
迫
り
、
生

活
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
識
変

容
・
行
動
変
容
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ

は
ど
う
す
れ
ば
可
能
に
な
る
の
か
、
そ

の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

　
初
回
、
2
0
0
5
年
の
調
査
結
果
は
、

情
報
誌
『
C
E
L
』
73
号
のC

E
L 

T
O
P
IC
S

で
速
報
さ
れ
た
う
え
で
、

『
C
E
L
』
74 

号
・
75
号
で
前
編
・
後
編

に
分
け
、「
特
集
：
現
代
生
活
者
の
住

ま
い
・
生
活
観
（
1
）
」「
同
（
2
）
」
と
し

て
、
専
門
家
に
よ
る
関
連
論
稿
や
研
究

員
と
の
対
談
も
盛
り
込
ん
で
編
集
・
発

行
さ
れ
た
。

　
今
読
み
返
す
と
、
専
門
的
な
分
析
ス

キ
ル
を
持
つ
豊
田
尚
吾
主
席
研
究
員

（
現
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教

授
）
を
除
け
ば
、
大
半
の
研
究
員
の
報

告
は
単
純
集
計
中
心
の
簡
易
な
も
の
で
、

見
せ
方
も
未
熟
で
至
ら
ぬ
点
も
目
立
つ
。

個
人
的
な
感
想
に
な
る
が
、
非
力
さ
を

自
覚
し
つ
つ
、
C
E
L
や
社
会
が
謳
う

理
想
と
、
現
実
の
複
雑
で
リ
ア
ル
な
生

活
世
界
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
目
を
向
け
、
社

会
構
造
と
生
活
者
の
関
係
性
を
捉
え
、

よ
り
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い
く
た
め
に

C
E
L
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、

逆
に
問
い
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の

答
え
は
単
純
に
回
答
の
な
か
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
回
答
の
背
景
を
深
く
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
そ

の
外
側
を
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で

C
E
L
で
の
そ
の
後
の
思
考
と
実
践
に

と
っ
て
大
き
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
た

と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
　

C
E
L
生
活
意
識
調
査
の
フ
レ
ー
ム

初
回
（
2
0
0
5
年
）
の
調
査
フ
レ
ー

ム
は
、
①
調
査
地
域
：
全
国
、
②
調
査

対
象
：
満
20
～
69
歳
の
男
女
、
③
標
本

数
：
1
5
0
0
人（
内
回
収
数
1
0
3
4
人
、

性
別
：
男
性
46
・
3
％
、
女
性
53
・
7
%
）、

④
抽
出
方
法
：
層
化
二
段
無
作
為
抽
出

法
（
母
集
団
は
、
2
0
0
4
年
3
月
31
日

現
在
の
20
歳
か
ら
69
歳
人
口
）、
⑤
調
査

方
法
：
留
置
記
入
依
頼
法
、
⑥
調
査
期

間
：
2
0
0
5
年
1
月
27
日
～
2
月

14
日
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
同
調
査
は
2
0
1
2
年
ま

で
留
置
記
入
法
と
郵
送
法
を
用
い
た
パ

ネ
ル
調
査
と
し
て
、
複
数
の
研
究
員
が

参
加
し
て
8
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
分
析
上
の
配
慮
を
し
つ
つ
適
宜
標

本
数
の
補
充
を
行
い
、
2
0
0
6
年
を

除
く
と
、
毎
年
ほ
ぼ
1
0
0
0
人
前
後

の
回
答
を
確
保
し
て
い
る
。

一
方
、
同
調
査
と
並
行
し
て
、

2
0
0
5
～
2
0
1
6
年
に
か
け
て
、

ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」（
調
査
会
社
：
㈱
マ
ク
ロ
ミ
ル
）
も

実
施
さ
れ
、
両
調
査
を
重
ね
合
わ
せ
た

分
析
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

両
者
一
式
で
C
E
L
生
活
意
識
調
査
と

称
し
て
い
る
。

一
連
の
調
査
結
果
は
、『
C
E
L
』

の
特
集
と
し
て
、
82
号
「
現
代
生
活
者

の
住
ま
い
・
生
活
観
2
0
0
7
」、
86

号
「
2
0
2
0
年
の
生
活
像
を
考
え

る
」、
90
号
「
現
代
生
活
者
の
住
ま
い
・

生
活
観
2
0
0
9
」、
94 

号
「
現
代
生

活
者
の
住
ま
い
・
生
活
観
2
0
1
0
」

に
発
表
。
あ
る
い
は
幸
福
論
と
関
連
づ

け
た
分
析
な
ど
、
特
集
外
のCEL 

O
U

TPU
T

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ま
た

78
号
「
特
集
：
生
活
者
の
格
差
論
」
や

89
号
「
特
集
：
自
立
と
共
生
の
生
活
設

計
」、
98
号
「
特
集
：
倫
理
的
消
費
―

―
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
」、
さ
ら
に
は
食
・
住
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
特
集
な
ど
挙
げ
る
と
き

り
が
な
い
が
、
調
査
の
背
景
に
あ
る
問

題
意
識
が
何
か
し
ら
テ
ー
マ
に
反
映
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。
濃
淡
は
あ

る
も
の
の
誌
面
を
通
し
て
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
発
信
さ
れ
て
き
た
。

調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
︑　
　
　

社
会
の
変
化
と
生
活
者
の
心
模
様

各
年
の
調
査
概
要
・
考
察
は
、

『
C
E
L
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
ホ
ー
ム

41 C E L   M a r c h   2 0 2 3



ペ
ー
ジ
で
公
開
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
詳
し
い
紹
介
は
割
愛
す
る
が
、

筆
者
の
独
断
で
複
数
の
研
究
員
が
参
加

し
た
2
0
0
5
～
2
0
1
2
年
の
調
査

報
告
か
ら
印
象
に
残
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
の

断
片
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
駆
け
足
で

眺
め
て
み
よ
う
。

2
0
0
5
年
調
査
で
は
、
格
差
問
題

も
注
目
さ
れ
る
な
か
、
生
活
満
足
の
要

素
と
し
て
「
生
活
の
安
定
・
安
心
」
が

重
視
さ
れ
て
い
た
。
居
住
地
選
択
に
お

い
て
は
、
生
活
上
の
親
子
の
相
互
扶
助

関
係
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

40
代
女
性
に
将
来
の
住
宅
取
得
に
お
け

る
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
志
向
が
見
ら
れ

た
。
30
代
・
40
代
女
性
の
半
数
以
上
が
、

家
族
や
自
分
の
健
康
の
た
め
食
生
活
を

変
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
こ
と
な
ど
。

2
0
0
6
年
調
査
で
は
、
生
活
者
が

信
賞
必
罰
と
い
う
意
味
で
の
格
差
を
容

認
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
階
層
化
・
固
定

化
す
る
社
会
を
懸
念
し
、
対
策
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
な
ど
。

2
0
0
7
年
調
査
で
は
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
と
と
も
に
使
途
が
定
ま
ら
な

い
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
状
況
。
男

性
で
調
理
す
る
人
が
過
半
を
超
え
た
こ

と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
、
4
人
に
3

人
は
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
。

2
0
0
8
年
調
査
で
は
、
30
代
・
40

代
女
性
で
家
事
の
負
担
感
が
大
き
い
半

面
、
家
事
の
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は

精
神
的
な
抵
抗
感
も
見
ら
れ
た
。
12
年

後
の
2
0
2
0
年
の
暮
ら
し
像
に
つ
い

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
食

料
確
保
困
難
へ
の
心
配
が
顕
著
に
。
将

来
の
楽
し
み
と
し
て
、
人
の
交
流
へ
の

期
待
が
大
き
い
。
一
方
で
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
し
て
求
め
る
生
活
の
姿
は
多
様
、

な
ど
。

2
0
0
9
年
調
査
で
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
見
ら
れ
、
前
年
ま

で
改
善
傾
向
だ
っ
た
生
活
満
足
度
が
反

転
・
微
減
。
生
活
に
対
す
る
不
安
感
の

高
ま
り
。
市
場
機
能
を
重
視
す
る
考
え

の
退
潮
。
企
業
の
社
会
的
責
任
、
安
定

雇
用
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ

の
期
待
の
増
加
な
ど
。

2
0
1
0
年
調
査
で
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
目
標
は
評
価
す
る
が
実

現
は
困
難
と
の
反
応
。
身
近
な
生
活
環

境
に
つ
い
て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

詳
し
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
が
、
半
数

以
上
に
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
が
見
ら

れ
た
。
若
年
世
代
に
も
広
が
る
高
齢
期

の
住
ま
い
や
住
ま
い
方
へ
の
不
安
、
そ

の
一
方
で
進
ま
な
い
備
え
。
幸
せ
の
源

泉
は
、
健
康
、
お
金
、
広
い
意
味
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
が
、

性
別
、
年
齢
、
階
層
で
重
要
視
す
る
項

目
に
違
い
、
な
ど
。

2
0
1
1
年
調
査
（
東
日
本
大
震
災
の

前
に
実
施
）
で
は
、
前
年
に
比
べ
て
生

活
充
足
感
は
や
や
改
善
し
て
い
る
が
、

生
活
不
安
感
で
1
年
前
に
比
べ
て
増
し

た
も
の
と
し
て
、
雇
用
の
維
持
・
就
職

の
機
会
、
年
金
給
付
制
度
の
健
全
性
、

収
入
・
日
々
の
や
り
く
り
な
ど
お
金
に

関
わ
る
不
安
感
や
関
心
が
目
立
つ
こ
と

な
ど
。

2
0
1
2
年
調
査
（
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
カ
月
後
に
実
施
）
で
は
、
回
答
者
の

多
く
が
戸
建
て
・
持
ち
家
層
だ
が
、
多

世
代
に
わ
た
っ
て
将
来
の
住
ま
い
へ
の

不
安
が
大
き
く
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
将

来
の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
耐

震
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
、
物
理
的
な

住
宅
の
安
全
性
の
確
保
や
維
持
・
管
理

へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
同
時
に
、
経
済

的
・
身
体
的
な
対
応
力
へ
の
不
安
が
見

ら
れ
た
こ
と
な
ど
。

ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

探
っ
た
現
代
生
活
者
の
姿

　
上
記
に
加
え
前
述
の
通
り
、
C
E
L

生
活
意
識
調
査
は
留
置
記
入
・
郵
送
調

査
と
並
行
し
て
2
0
0
5
年
か
ら

2
0
1
6
年
に
か
け
て
、
全
国
の
20
歳

代
～
60
歳
代
の
男
女
を
対
象
に
、
12
回

に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
2
0
0
5
年
・

2
0
0
6
年
は
1
0
0
0
人
前
後
、

2
0
0
7
年
以
降
は
5
0
0
0
人
前
後

の
サ
ン
プ
ル
で
、
国
勢
調
査
を
も
と
に

性
別
、
年
齢
階
層
別
、
地
域
別
に
層
化

し
て
無
作
為
抽
出
し
、
継
続
回
答
者
を

ベ
ー
ス
に
新
規
回
答
者
を
加
え
る
形
で
、

で
き
る
限
り
中
立
性
を
保
て
る
よ
う
に

サ
ン
プ
ル
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
ま
で
の
調
査
を
も
と
に

し
た
考
察
は
、『
C
E
L
』
1
1
1
号
～ 

1
1
3
号
にC

EL Insight

レ
ポ
ー
ト

「
生
活
者
の
意
識
を
探
る
」 

N
o.
1
～

3
と
し
て
連
載
さ
れ
た
［
＊
1
］
。

「
社
会
を
構
成
す
る
最
小
単
位
は
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
『
生
活
者
』
で
あ
り
、

そ
の
姿
を
知
る
こ
と
は
、
社
会
を
知
る

こ
と
に
も
通
じ
る
。
本
連
載
で
は
、

『
生
活
者
』
の
意
識
や
行
動
を
測
定
し

た
デ
ー
タ
の
様
々
な
分
析
を
も
と
に
、

現
代
生
活
者
の
多
様
な
姿
に
迫
る
」
と

し
て
、
連
載
第
1
回
で
は
生
活
者
の
消

費
行
動
や
問
題
意
識
が
、
食
や
地
域
・

社
会
と
の
つ
な
が
り
に
ど
の
よ
う
な
影
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█図：CEL生活意識調査から「10年後にあるべき社会像」の推移
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10

❶現在よりも個人個人のモラルが大幅
に高まっていなければならない
❷現在よりも弱者に対する“政府の”
配慮が手厚くなっているべきである
❸現在よりも自分の生活は自分で守る
という自己責任意識が高まっている
べきである
❹個人の自由が“最も”尊重されてい
るべきである
❺個人の尊厳を確保できないほど格
差が拡大してしまっているだろう
❻不遇な者への配慮は、民間（NPOなど）
が主導し、政府はその協力者となる
べきである
❼次世代への配慮のためには、モラル
ではなく規制・ルールでなければ効
果的でない
❽個人の自由を制限してでも、現在よ
りも機会の平等が確保されている
べきである
❾弱者に対する福祉政策は、現在よ
りも自己責任の原則を尊重すべきで
ある
❿富裕者から低所得者への所得の再
分配という福祉政策は最小限に抑
えられているべきである

※毎年継続して回答した4991人を対象に、回答率（5件法）の分布に重みづけをして指数を計算。

（指数※）
響
を
与
え
て
い
る
か
を
見
て
い
る
。

「
食
事
時
間
と
食
事
に
対
す
る
満
足
度

に
は
関
係
が
あ
る
」
こ
と
の
ほ
か
、

「
社
会
と
の
つ
な
が
り 

地
域
活
動
と

〝
交
わ
り
の
満
足
感
〟
に
は
相
乗
効
果

が
あ
る
？
」
の
で
は
な
い
か
、
「
地
域
振

興
に
は
〝
地
域
の
知
恵
〟
が
不
可
欠
」

で
あ
り
地
域
へ
の
愛
着
の
啓
発
等
が
重

要
で
あ
る
と
し
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
…
…
」
の
傾
向
を

捉
え
、
「
生
活
レ
ベ
ル
の
上
下
は
幸
せ

の
尺
度
と
は
異
な
る
」
と
い
っ
た
論
点

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　
連
載
第
2
回
で
は
2
0
1
5
年
調
査

か
ら
「
幸
せ
な
地
域
・
成
熟
社
会
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
幸
せ

と
は
何
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
す
べ

く
、
生
活
者
の
意
識
と
行
動
を
探
っ
て

い
る
。
「
高
年
齢
者
に
支
え
ら
れ
て
い

る
自
治
会
活
動
」
の
実
状
、
「
幸
せ
な

地
域
イ
メ
ー
ジ
に
は
距
離
感
が
重
要
」

で
エ
リ
ア
が
広
が
る
に
つ
れ
漠
と
す
る

こ
と
、
「
お
か
げ
さ
ま
意
識
と
格
差
意

識
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
所
得

の
社
会
性
・
公
共
性
へ
の
意
識
と
、
配

分
の
偏
り
に
対
す
る
問
題
意
識
の
相
関

が
見
出
さ
れ
、
「
幸
せ
な
地
域
・
成
熟

社
会
と
は
」
何
か
を
問
い
、
「
発
展
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
経
済
的
豊
か
さ
と
強
く

結
び
つ
い
て
い
る
現
状
か
ら
、
よ
り
幅

広
く
「
発
展
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
、

地
域
独
自
の
価
値
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、

地
域
の
幸
福
や
成
熟
し
た
社
会
に
つ
な

が
る
の
で
は
と
説
い
て
い
る
。

　
連
載
第
3
回
も
2
0
1
5
年
調
査
か

ら
「
生
活
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視
点
か
ら
、
生
活
経

営
に
つ
い
て
の
生
活
者
の
意
識
を
探
っ

て
い
る
。「
生
活
に
余
裕
が
な
い
と
不

安
も
大
き
い
」
実
態
を
捉
え
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
実
現
の
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
生
活
リ
ス
ク
へ
の
脆
弱
性
を
克

服
し
て
い
く
た
め
の
「
生
活
経
営
力
指

数
を
算
出
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

活
経
営
力
を
高
め
る
教
育
や
啓
発
活
動

の
必
要
性
に
目
を
向
け
て
い
る
。
同
時

に
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
評
価
指
標

の
ひ
と
つ
と
し
て
個
人
の
主
観
的
幸
福

感
に
焦
点
を
あ
て
「
主
観
的
幸
福
感
を

計
測
す
る
た
め
の
指
標
」
を
紹
介
。
主

観
的
幸
福
感
を
高
め
る
た
め
の
手
法
の

一
例
と
し
て
「
感
謝
介
入
法
に
は
意
味

が
あ
る
」
と
の
結
果
に
言
及
し
、
生
活

経
営
の
目
的
を
金
銭
的
状
況
や
生
活
環

境
の
改
善
の
み
と
せ
ず
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
ま
で
目
を
向
け
る
べ
き

と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

未
公
開
の
最
終
調
査
か
ら
見
え
る
︑

他
者
や
社
会
へ
の
関
心
の
減
退
傾
向

こ
の
ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

2
0
1
6
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

最
終
年
と
な
っ
た
2
0
1
6
年
の
報
告

は
『
C
E
L
』
誌
上
で
公
開
す
る
機

会
を
得
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
1
7
年
3
月
に
C
E
L
所
内
で
行

わ
れ
た
調
査
報
告
［
＊
2
］
か
ら
、
こ
の

場
を
借
り
て
い
く
つ
か
特
徴
的
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
雇
用
・
所
得
の
不
安
感
」
は
、
当
時

顕
著
に
な
っ
て
き
た
労
働
力
不
足
を
反

映
し
て
か
、
多
少
和
ら
い
で
き
て
い
る

が
、「
生
活
満
足
度
」
に
つ
い
て
は
全

体
に
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
た
。「
10
年

後
に
あ
る
べ
き
社
会
像
」
に
つ
い
て
は
、
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「
個
人
の
モ
ラ
ル
や
弱
者
に
対
す
る
政

府
の
配
慮
」
へ
の
意
識
が
後
退
傾
向
に

あ
り
、
一
方
で
「
個
人
の
自
由
を
尊
重

す
る
」
意
識
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
（
43

頁
・
図
）。
気
に
な
る
の
は
、「
社
会
の
あ

る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
「
日
本
と
い
う

国
の
枠
を
超
え
て
見
れ
ば
、
恵
ま
れ
な

い
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
る
可
能
性
を
現
実
の
も
の
と

す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
不
遇
な

人
々
に
対
す
る
配
慮
を
積
極
的
に
行
う

社
会
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
」
と

い
う
考
え
方
が
、
大
き
く
下
降
し
て
い

る
こ
と
だ
。

ま
た
、「
格
差
」
に
対
す
る
社
会
意

識
で
も
気
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

「
社
会
の
格
差
が
広
が
っ
て
階
層
化
し

つ
つ
あ
る
」
と
の
認
識
の
水
準
は
高
い

も
の
の
、
方
向
性
と
し
て
は
減
少
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、「
地
域
の
人

た
ち
と
私
の
生
活
は
大
き
な
関
わ
り
を

持
っ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
が
増
加
し

て
い
る
。
深
読
み
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
格
差
が
引
き
起
こ
す
社
会
問
題

が
身
近
に
存
在
し
て
い
て
も
、
個
人
の

関
心
の
外
に
置
か
れ
つ
つ
あ
る
心
理
が

垣
間
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
関
心

の
あ
る
社
会
問
題
」
に
対
し
て
、
地
球

環
境
問
題
に
せ
よ
、
国
内
外
の
政
治
に

せ
よ
、
社
会
保
障
に
せ
よ
、
雇
用
に
せ

よ
、
全
体
に
関
心
の
退
潮
傾
向
が
見
ら

れ
、「
関
心
が
あ
る
も
の
は
な
い
」
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

「
自
己
像
」
を
見
る
と
、「
平
和
を
愛

し
、
争
い
を
好
ま
な
い
」「
正
義
を
愛

し
、
不
正
を
許
さ
な
い
」「
小
さ
な
こ

と
か
ら
こ
つ
こ
つ
努
力
す
る
」
な
ど
の

水
準
が
高
い
も
の
の
、
方
向
性
と
し
て

は
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
環
境
問

題
に
取
り
組
む
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
人

間
」「
町
の
活
性
化
に
取
り
組
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
」
も
低
下
傾
向
で
あ
る
。

一
方
で
、
大
変
気
に
な
る
の
は
「
自
分

の
こ
と
し
か
考
え
な
い
エ
ゴ
イ
ス
ト
」

や
「
何
事
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
後

ろ
向
き
人
間
」
と
い
う
、
自
虐
的
な
自

己
像
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
だ
。
こ

こ
か
ら
は
、
社
会
と
の
接
点
の
乏
し
さ

や
、
自
尊
感
情
を
育
み
に
く
い
状
況
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
他
者
や
社
会
へ
の

関
心
の
低
さ
が
う
か
が
え
る
。

多
く
の
人
が
直
面
す
る
社
会
的
孤
立
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
壁

ま
た
、
2
0
1
6
年
の
調
査
結
果
の

世
帯
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
傾
向
は
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
の
た
め
に
、

看
過
で
き
な
い
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。

ま
ず
「
生
活
満
足
度
」
で
、
中
年
単
身

男
女
の
満
足
度
の
低
さ
が
目
立
つ
。
中

年
単
身
男
性
に
つ
い
て
は
、
家
族
関
係
、

人
間
関
係
な
ど
の
満
足
度
が
低
い
。
一

方
、
中
年
単
身
女
性
に
つ
い
て
は
、
家

族
関
係
、
人
間
関
係
に
加
え
て
、
労
働

面
で
の
満
足
度
が
低
い
。
さ
ら
に
、

「
自
分
の
存
在
は
誰
か
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
」
か
に
つ
い
て
は
、
中
年
・
若

年
単
身
男
性
で
は
「
誰
か
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
の
乏
し
さ

と
と
も
に
「
誰
の
た
め
に
も
な
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
意
識
が
多
く
見
ら
れ
る
。

中
年
単
身
女
性
で
は
「
誰
の
た
め
に
も

な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
非
常

に
多
い
の
が
特
徴
で
、
若
年
女
性
に
も

同
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
中

年
・
若
年
の
単
身
男
女
の
多
く
が
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
や
評
価
を
得
に
く
い

立
場
に
あ
る
現
実
が
う
か
が
え
、
否
定

的
な
自
己
像
や
、
他
者
や
社
会
へ
の
関

心
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

推
察
で
き
る
。

「
地
域
活
動
」
に
関
し
て
は
、
高
齢
の

夫
婦
世
帯
や
高
齢
の
単
身
女
性
が
担
い

手
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

同
様
に
「
地
域
へ
の
愛
着
」
に
関
し
て

も
、
高
齢
の
夫
婦
世
帯
や
高
齢
の
単
身

女
性
の
愛
着
度
が
高
い
。
一
方
で
若
年

の
単
身
男
女
、
中
年
単
身
男
性
の
地
域

へ
の
愛
着
は
相
対
的
に
低
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
す

べ
て
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

単
身
者
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
な
っ
た
社

会
で
、
そ
の
多
く
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

地
域
・
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で

き
ず
、
自
尊
感
情
を
育
む
こ
と
も
で
き

ず
、
他
者
へ
の
共
感
性
・
寛
容
性
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
暗あ

ん

澹た
ん

た

る
未
来
が
広
が
っ
て
し
ま
う
。
い
か
に

地
域
・
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き

る
回
路
を
設
け
、
生
活
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
し
、
そ
れ
ら
を
支

え
る
基
盤
と
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
イ

ン
ド
を
醸
成
し
て
い
く
か
が
、
未
来
を

左
右
す
る
大
き
な
鍵
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
の
C
E
L
の
実
践
・
研
究
の
問

い
に
重
な
っ
て
く
る
。

社
会
課
題
の
解
決
へ
向
け
た
︑

共
同
研
究
に
よ
る
知
の
共
有
と
循
環

C
E
L
生
活
意
識
調
査
を
活
用
し

た
、
重
要
な
分
析
と
提
言
が
も
う
ひ
と

つ
あ
る
。
宇
都
宮
浄
人
氏
（
関
西
大
学
経

済
学
部
教
授
）
と
の
共
同
研
究
で
、
地

域
の
公
共
交
通
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
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宇都宮浄人氏によるレポート
が掲載された『CEL』120号
の誌面と、同研究成果が収
録された宇都宮氏の著書『地
域公共交通の統合的政策』

（東洋経済新報社、 2020年）。

ピ
タ
ル
の
関
係
に
着
目
し
た
も
の
だ
。

C
E
L
生
活
意
識
調
査
で
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
わ
る
次
の

よ
う
な
質
問
を
設
け
て
い
る
。「
地
域

に
信
頼
し
あ
え
る
人
が
多
い
で
す
か
」

「
地
域
で
は
、
お
互
い
様
や
、
助
け
合

い
の
精
神
が
根
付
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
」「
地
域
で
は
、
お
祭
り
や
社
会

活
動
に
参
加
す
る
人
が
多
い
で
す
か
」

「
地
縁
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
近
所
付
き

合
い
）
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
（
と
思
い
ま
す
か
）」。

分
析
は
、
こ
れ
ら
の
質
問
に
対
す
る
5

段
階
の
回
答
と
、
各
県
の
公
共
交
通

（
バ
ス
の
利
用
頻
度
）、
自
家
用
車
保
有

台
数
な
ど
の
相
関
を
検
証
し
た
も
の
で
、

『
C
E
L
』
1
2
0
号
の
「
レ
ポ
ー
ト
」

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
宇
都
宮
氏
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
結
果
を
要
約
す
る
と
、
①
バ
ス
の
利

用
頻
度
が
高
い
県
ほ
ど
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
対
し
て
肯
定
的
な

答
え
が
多
い
、
②
1
人
当
た
り
の
自
動

車
の
保
有
台
数
が
多
い
県
は
、
逆
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
対
し
て

否
定
的
な
答
え
が
多
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
筆
者
が
そ
れ

以
前
に
行
っ
た
分
析
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
［
＊
3
］。
た
だ
し
、
こ
の
分
析
は
、

交
通
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

間
の
因
果
関
係
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
点
に
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
」

そ
こ
で
、
因
果
関
係
を
見
る
た
め
に
、

宇
都
宮
氏
が
国
内
外
（
富
山
市
の
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
沿
線
、
神
戸
市
住
吉
台
く

る
く
る
バ
ス
走
行
地
区
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ニ
ー
ダ
ー
エ
ス
タ
ラ
イ
ヒ
州
マ
リ
ア

ツ
ェ
ル
鉄
道
沿
線
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
ピ

ン
ツ
ガ
ウ
地
方
鉄
道
沿
線
）
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も
あ
わ
せ
て

次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
［
＊
4
］。

「
日
常
生
活
の
変
化
の
内
容
に
つ
い
て

主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
、
各
種
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
の
ほ
か
、『
自
家

用
車
に
乗
る
回
数
が
減
っ
た
』『
買
い

物
回
数
が
増
え
た
』
と
い
っ
た
変
化
、

さ
ら
に
『
気
分
転
換
に
外
出
す
る
機
会

が
増
え
た
』
と
い
う
項
目
も
変
化
の
内

容
と
し
て
多
か
っ
た
」「
い
ず
れ
の

ケ
ー
ス
も
約
3
割
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
回
答
者
が
他
人
と
の
関
係
の
変
化
を

答
え
て
い
る
。『
他
人
と
の
関
係
』
の

具
体
的
な
内
訳
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の

地
域
も
、『
友
人
・
知
人
と
会
う
回
数

が
増
え
た
』
と
答
え
る
割
合
が
高
い
。

（
中
略
）
公
共
交
通
の
改
善
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

進
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
」生

活
者
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
、
当
事
者
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

条
件
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
こ
と
が
端
的
に
見
て
取
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ
う
な
生
活
場
面
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
が
醸
成
さ
れ

て
い
く
か
に
注
意
を
払
い
、
生
活
経
験

を
豊
か
に
耕
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

上
記
の
調
査
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
よ

う
に
、
公
共
交
通
に
よ
る
社
会
と
の
つ

注＊
1 

C
E
L
元
研
究
員
で
現
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
教
授
の
豊
田
尚
吾
氏
に
よ
る
分
析
。

＊
2 

同
前

＊
3 

宇
都
宮
浄
人
（
2
0
1
6
）「
地
域
公
共
交
通
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
関
連
性
」『
交
通
学

研
究
』
第
59
号
、
77
～
84
頁

＊
4 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ふ
た
つ
の
鉄
道
沿
線
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
宇
都
宮
浄
人
氏
と
C
E
L
の
共
同
研

究
「
地
域
鉄
道
の
広
義
社
会
的
便
益
に
関
す
る
研

究
」
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
交
通
研
究
所

ス
タ
ッ
フ
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

な
が
り
が
、
個
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
、
ひ
い
て
は

地
域
・
社
会
を
支
え
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

マ
イ
ン
ド
を
育
む
基
盤
と
な
り
得
る
と

い
う
結
果
は
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
狭
義
の
交
通
政
策
の

み
な
ら
ず
、
住
宅
・
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
商
業
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
目

を
向
け
る
べ
き
こ
と
で
、
別
々
の
ツ
ー

ル
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
な
か
で
連
続
的
・
一
体
的
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
気

づ
か
さ
れ
る
。

C
E
L
生
活
意
識
調
査
の
デ
ー
タ
が
、

社
会
課
題
解
決
へ
の
政
策
提
言
に
活
か

さ
れ
、
改
め
て
C
E
L
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
再
確
認
・
再
定
義
に
つ
な
が
っ
て
い

く
、
知
の
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。
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